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２．報告 

 

２．１ 新センタ－長抱負                 増田 章 

 

四月から東アジア海洋大気環境研究センター(以下，センターと略します)のセンター長

を勤めることになりました。宜しくお願いします。年齢からして最後のお世話・ご奉公に

なるでしょう。前身の力学シミュレーション研究センター時代と合わせると三度目のセン

ター長なので，今更，就任にあたっての抱負といったことより寧ろ，最近の状況とこの頃

感じることをお話してご挨拶に替えたいと思います。 

昨年(2008)秋，ほぼ四半世紀の間，玄界灘の海上風・波浪を観測してきた津屋崎沖観測

塔を撤去しました(本ニュースにその記事があります)。そういえば力学シミュレーション

研究センター時代の 2000 年には，これも半世紀近く続いた津屋崎海洋災害実験所を廃止

し撤収する役目が回ってきました。 

また，本センターでは日本海と東シナ海をつなぐ対馬海峡の海況監視・変動解明を目的

として七基の海洋レーダーを対馬海峡に集中配備しています(日々の海流図を研究所のホ

ームページ上で公開しています)。このレーダーも永久に動くわけではありません。不具合

も増えましたし，転換ないし撤収をどうするか，手続きもさりながら撤収費用の手当てを

どうするかといったことが懸案になってきました。離陸をしたら無事に着陸せねばなりま

せん。どうも軟着陸というか始末をつけるというか，そういう仕事も私の巡りあわせにな

っているようです。 

さて，センターは発足して 3 年目に入るところです。時限は 10 年です。津屋崎沖観測

塔が働いた年月の半分に満たない寿命に過ぎません。この期間でできることは限られてい

ます。当センターでは，その名の示すとおり，経済発展の目覚ましい東アジア地域・海域

における海洋大気環境の監視・予測に向けた事業研究を進めていきます。「東アジア」ある

いは「環境」(懸念される温暖化を含む)といった言葉がセンターの重要な役割を表現して

います。しかし，それに留まるものではありません。東アジアはセンター事業研究の表舞

台ではありますが，目線は当然世界中の海にあり世界の研究を先導していくことにありま

す。そのためには，東アジアで社会に役立つ目に見える形の応用研究もさりながら，裾野・

土台を確かにし影響力の大きい素過程・基礎研究も大事にしていく必要があるでしょう。

「東アジアから世界へ」いう標語のもと，寧ろ世界と今を超えて将来につながるものにし

ていくことを目指していきたいと思います。 

センターでどこまでやれるか，今後どの方向にどのように伸ばすのがよいかについては， 

正直，そうすっきりした絵が描けるものではありません。センターの時限を(自分の定年も)

考えあわせると，何が出来るかすべきかだけでなく，何をしないか，いつどのように終わ  

らせるかという判断も大事になるでしょう。いずれにしろ，(学部でなく)研究所の研究セ

ンターであることを銘記し，目線と士気を高く保って進んでいきたいと思います。これか

2 
 



らも迷いは尽きないでしょうが，センター内外の皆様，ご指導ご鞭撻とともに暖かい御支

援・ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

２．２  津屋崎沖海洋観測塔の四半世紀と応用力学研究所        増田 章  

                  

玄海灘に面する福岡県福津市(旧津屋崎町と福間町)の沖合 2 km の青い海上には，三本

パイプの骨格をもつ朱色の海洋観測塔がいつも見えていた。九州大学応用力学研究所が 

1974 年に設置したもので，対馬海峡東水道の，そして津屋崎と福間海岸の一つの目印ない

し名物であった。この津屋崎沖海洋観測塔を昨 2008 年(平成 20 年)12 月に撤去した。本

稿ではこの津屋崎沖観測塔のことをお話したい。 

簡単に津屋崎沖観測塔の歴史を振り返ってみよう。全てを知るわけではないので推測も

交じるが。さて，応用力学研究所は造船学を母胎の一つとしており海洋工学が隆盛であっ

た。その海洋工学から海洋物理学へ展開していく契機となったのが海洋波浪の研究である。

応用力学研究所の大型事業研究の始まりでもあった。その記念碑的施設が津屋崎沖海洋観

測塔であったと聞いている。津屋崎沖に設置することになったのは，研究所が津屋崎町に

海洋災害実験所を有し，研究所の主要な大型実験設備が稼働していたからである。観測塔

設置の当初の目的は，波や風で揺れない固定点で実海洋の波を測り波の発生・発達・スペ

クトルの実態を解明し仮説・理論を実証していくことにあった。 

当初の観測塔の写真(下左)には棒状のものが観測塔から少し離れて海上に立っているの

が見える。これは波浪を観測するためのスパーブイという浮遊体であり，浮遊体を使う波

浪計測方法も併行して開発していたらしい。初期の観測塔は，陸から運ぶ蓄電池に電源を

頼り観測員が直接観測塔に出かけて観測するので相当の人手と手間暇を要した。このよう

にして観測塔で得たデータを基に実海上波浪の研究が進んだ。とくに波浪高周波スペクト

ルの実態解明は，衛星による海上風全球観測の基礎となったことが知られている。 

 ところが 1987 年二月の猛烈な風・波浪で観測塔が倒壊してしまった。倒壊自体は冷や

汗ものだったが，幸いにも，経験を活かし種々の改良を加えた形で再建がなった。年表で

書けば次のようになっている。 

  初代観測塔:  昭和 49 年(1974) 10 月設置 － 昭和 62 年(1987) 02 月倒壊 

二代目観測塔: 昭和 63 年(1988) 10 月再建 ― 平成 20 年(2008) 12 月撤去 
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在りし日の津屋崎沖海洋観測塔 左(初代観測塔)，右(二代観測塔，撤去直前) 

 

観測塔にはテレメータシステム(海上風・波浪を自動計測しデータを伝送するシステム)

が実装され太陽電池の導入と相まって無人の定時観測が中心になった。しかしこの頃から

応用力学研究所の大型事業も次第に波浪研究から黒潮や対馬海流といった海流の研究へと

移っていった。なお，この間，平成 12 年(2000) 3 月には，観測塔の母船ともいうべき，

津屋崎海洋災害実験所が閉鎖となっている。そのため，津屋崎海岸にある農学部水産実験

所敷地内に臨海基地を設けて調査艇「だんりゅう」で維持することになった。 

その後，研究所自体も改組して全国共同利用研究所となり紆余曲折を経て現在に至って

いる。昨年秋津屋崎沖観測塔を撤去したのには，無論，理由がある。一つには観測塔がそ

の使命をほぼ終え，研究室の海洋観測の重心が風・波浪から海流(海洋レーダーを使う)に

移ってきたことがある。もう一つの理由は，設置からほぼ四半世紀を経て設備が老朽化し

不具合で欠測が多くなったこと，観測塔自体が老朽化し海洋災害の危険があるというもの

だった。ご存じの方も少なくなったが，1987 年冬，猛烈な低気圧に襲われ初代の津屋崎沖

観測塔が倒壊した。そのような災害が起こる前に無事に撤去するというのは長年の懸案だ

った。四半世紀も関わってきた観測塔がいざ撤去となると幾ばくかの思いが去来する。 

世の中との関わりで言えば福岡新空港の話がある。新空港候補地付近で唯一の信頼出来

る風・波浪観測資料は津屋崎沖観測塔の定時観測資料しかない。何度も引き合いに出され

た。新空港の話は何度も持ちあがったものの結論には至らず現在に至っているようである。 

私が助手として応用力学研究所に赴任する前年に初代観測塔が設置された。ほぼ四半世

紀を経て観測塔を撤去することになった。よくもまあ・・と思う。また，観測塔や津屋崎

実験所に絡む思い出のある方々を思う。鬼籍に入られた人もあれば転出された方も少なく

ない。撤去して思うことだが，観測塔でし残したことが確かにある。とくに波浪の影響が

ある海面上下の乱流，および乱流の絡んだ波浪の実態というのは私に限らず世界の熱い課

題であり続けている。解決にほど遠い課題が多い。海面近傍の乱流観測に固定点は魅力で

ある。正直ちょっと惜しい気がしないでもない。しかし，津屋崎海洋観測塔の悩みの種は

なんと言っても電源だった。電源不足では高周波変動を伴う乱流計測は無理である。また
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この時世で人手が減る一方の大学では，手間暇の掛かる野外観測施設の維持は極めて困難

である。やはり撤去しかなかった。事故が起こる前に撤去できて良かったと思う。 

なお，この機会に津屋崎沖観測塔の観測資料に対馬海峡における海洋レーダー観測資料

を含めた形で CD-ROM に集約することにした。津屋崎沖観測塔の観測資料はこれまで年報

の形で年度ごとに刊行してきたものであり，海洋レーダーによる対馬海峡海流観測資料は 

Web 上で公開してきたものである。対馬海峡海洋観測資料集(定時観測)として九州大学応用

力学研究所東アジア海洋大気環境研究センターの海洋力学分野(その前の力学シミュレー

ション研究センター時代は室内実験分野，その前は沿岸海象力学部門)を中心に実施してき

た対馬海峡定時海洋観測の生資料および関連論文・技術情報ほかを収録する(海洋レーダー

観測はしばらく継続するが)。研究成果の一端として，また関係各位の参考資料として発刊

し，関係各位に配布してご挨拶と謝意を表したいと考えている。 

津屋崎沖観測塔のことでは，設置から維持・撤収まで，津屋崎と福間の漁協の皆さまに

並々ならぬお世話になった。撤去の際には名残り惜しいとまで言って頂いた。心よりお礼

を申し上げたい。研究センター内外，研究所内外(とくに農学部水産実験所の皆さん)，学

内外の多くの研究者の方々，九州大学事務方の皆さまには，様々な形でご協力頂き，津屋

崎沖観測塔の設置から維持・管理まで様々な形で支援して頂いた。深く感謝する。 

 なお，津屋崎沖観測塔の維持に働いてきた調査艇「だんりゅう」は健在である。ささや

かだが農学部水産実験所に臨海施設も保持している。沿岸海況調査研究には不足ないので

「だんりゅう」を関係各位に活用して頂ければ幸いである。 

 

２．３  8th EMECS 報告                      柳 哲雄 

 

第 8 回 EMECS（Environmental Management of Enclosed Coastal Seas：閉鎖性海域

の環境管理）が「集水域と河口域の調和」を主題に、2008 年 10 月 26－30 日、36 カ国か

ら 450 人が参加して、上海光大国際ホテルで開催された、 

26 日（月）は全体会議で、開会式の後、世界各地の河口域と集水域の環境管理に関する

11 題の基調講演が行われた。長江・デラウエア湾・リバプール湾などで、EBM (Ecosystem 

Based Management：生態系を考慮した管理)による河口域環境管理を行うと同時に、集水

域の負荷量・土地利用規制を行っているという報告があった。2006 年フランスでの 7th 

EMECS の時、沿岸海域環境管理が水質（COD・TN・TP・DO など）項目を中心に置かれ

ていたことを考えれば、生態系（生物多様性・特定生物の漁獲量など）が中心に据えられ

た現在の世界の沿岸海域環境管理の動向の変化には少々驚いた。EBM の結果、黒海北西岸

では貧酸素水塊面積が大幅に減少し、デラウエア湾ではガザミの漁獲量が増加したという

報告が注目された。 

27 日（火）は、「地球温暖化による集水域と河口域の環境変動」、「統合的沿岸管理におけ

る生態系・社会リスクに対する政策」、「巨大デルタの地形変化と災害アセスメント」、「青
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少年への環境教育」の分科会が行われた。ダム水放流を間欠的に行うことで、河口域の生

物多様性が増大したという報告が注目された。 

28 日（水）は、「大河川における水質と集水域の土地利用管理」、「世界の各沿岸海域のお

ける負荷量総量規制」、「沿岸海域科学と環境管理の連携」、「Sato-umi」の分科会が行われ

た。 

「Sato-umi」分科会では、「アメリカのチェサピ－ク湾のカキをめぐる様々な人々の対立

を解消するためのパラダイム・シフトとして Sato-umi 概念が有効である」、「EU の EBM

は Sato-umi と似た概念である」、「韓国・馬山湾の窒素・リン負荷量総量規制では科学者の

果たした役割が大きかった」、「中国では魚・海藻・ナマコを同じ海域で養殖する IMTA 

(Integrated Multi Trophic Aquaculture)が成功している」、「タイではエビ池と海の間のマ

ングロ－ブに水路を設け、エビ池の汚染水を水路内で養殖したカキを用いて浄化し、海に

流すことで、持続可能な養殖と沿岸海域環境保全が実現した」、「インドネシアのサシは

Sato-umi と似たシステムだが、地域では未だ守られているサシが、他地域の人々が勝手に

入ってきて漁をするので、困っている」、「日本の椹野川河口域では市民－行政－科学者が

一体となった ICZM（Integrated Coastal Zone Management：統合的沿岸域管理）を行う

ことで干潟にアサリが復活した。これは Sato-umi のひとつのあり方である」など、各国の

沿岸海域環境管理と里海概念の関係に関する報告があった。総合討論では、「沿岸海域の水

産資源を持続可能なやり方で利用するためには、科学的知見だけでは不十分で、地域の歴

史・文化・宗教などを考慮するのみならず、水産物流通のグロ－バル化への対応策までも

含めた Sato－umi 概念を構築していかないと、世界に対して有用にはならないだろう」と

いう指摘があった。 

29 日（木）は再び全体会議が行われ、各分科会の報告の後、「現在、世界は地球規模の経

済危機状態にあるが、沿岸海域環境を保全することは、実体経済に正味の価値増大をもた

らし、沿岸海域環境保全のためには Sato-umi という新たな概念のもと、人間活動と生態系

が調和する集水域と沿岸海域を一体化した環境管理法を目指すべきである」という上海宣

言を採択して閉会した。 

25 日（日）午後に行われた EMECS 科学政策委員会で、9th EMECS は 2011 年、チェサ

ピ－ク湾に接するアメリカ・ボルチモアで開催されることが決まった。 

 

２．４ 第 3 回日本・韓国・中国環境研究協力シンポジウム報告    柳 哲雄 

 

2008 年 10 月 18・19 日、九州大学アジア総合政策センタ－・中国社会科学院・韓国東

国大学が主催する、第 3 回日本・中国・韓国シンポジウムが「中国の調和ある経済社会発

展と日中韓協力」をタイトルに、1)大衆文化、2)生命倫理、3)産業連携、4)高齢化、5)環

境の五つの分科会に分かれ、中国・青島で開催された。 

5)の環境分科会には 18 名（日本 3、中国 12、韓国 3）の参加者があり、7 題の発表（日
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本 2、中国 3、韓国 2）が行われた。発表内容は大気汚染関連 2、海洋汚染関連 4、大気・

海洋汚染関連 1 であった。   

2008 年 7 月、北京オリンピックのヨット会場に予定されていた青島沿岸海域でのアオ

サの大発生（緑潮と呼ばれる）をきっかけにして、中国では無リン洗剤の使用が一挙に広

まっているという報告が特に注目された。陸域から海域に流入したリンが沿岸海域の富栄

養化を引き起こし、アオサの大発生につながった、という認識が中国国民全体に行きわた

りつつあるとのことである。 

東アジア大気・海洋環境問題は、国境を超える国際問題だが、大気・海洋汚染の上流・

下流問題、各国の経済格差問題、歴史認識を含む政治問題、など様々な要素が絡み合って

いるので、その解決は容易ではない。まずやらなければならないことは、各国の科学者間

で大気・海洋汚染現象に関する共通理解を得る努力をして、その共通理解に基づき、汚染

物質排出・受容両国にとって経済的利益が得られるような、国際的取り組みの枠組みを提

案していくことである。 

特に、緑潮・赤潮・エチゼンクラゲの異常増殖などの海洋汚染問題は、いずれも黄海・

東シナ海の富栄養化にその基本原因があるが、原因物質の窒素・リンは国境を越える。大

気中の硫黄・窒素酸化物を原因物質とする酸性雨問題に関して、日中韓はすでに共同観測

体制を含む政府間協定を立ち上げているので、海域の富栄養化問題に関しても、酸性雨問

題と同様な日中韓の共同監視・研究体制を立ち上げていく必要がある。 

そのような体制立ち上げには、HELCOM（Helsinki Commission）が参考になる。

HELCOM は主にヨ－ロッパ南部で発生する硫黄・窒素酸化物が北欧の森林・湖に酸性雨

被害を与えるという、国境を越える環境問題を解決するために、1974 年にバルト海周辺

諸国により設立された。5 年ごとに各国研究者が集まってバルト海周辺の大気・海洋環境

アセスメントを行い、各国政府はこの環境アセスメント結果に基づき、必要な対策を講じ

ている。このような体制を設立することが東シナ海・黄海周辺各国に緊急に要請されてい

る。 

  

２．５ 東アジア縁辺海域の海洋・大気相互作用の研究紹介             山本 勝 

 

 近年、高緯度や赤道域の大気変動(たとえば、寒気吹き出しやエルニーニョ/ラニーニャ)

に加えて、中緯度海洋の前線や中規模擾乱の重要性が認識されるようになってきた。その

中でも生活圏と近隣する東アジア縁辺海域の海洋・大気相互作用の研究は重要性を増しつ

つある。 

 東シナ海黒潮域は世界でも有数の大気海洋間の熱・水蒸気交換が盛んな海域として知ら

れている。その海域内の那覇における冬季季節風は、エルニーニョに伴う上空の南風強化

によって弱まることがわかっている。栗山・山本（2008 天気）は、冬期季節風に関連した

気象要素のいくつかは、エルニーニョ/ラニーニャに加えて、那覇周辺域の海面温度(SST)
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の年々変動と高い相関をもつことを示した。東シナ海の寒気吹き出しは南岸低気圧や日本

海低気圧を伴う場合が多く、最盛期には、東シナ海黒潮域で帯状の蒸発域が、また、本州

以東の黒潮域で降水域が顕著に見られる。いくつかの事例では、凝結に伴う潜熱放出が温

帯低気圧を強化し、縁辺海域からの水蒸気供給を強化する(潜熱フラックスを増大させる)

正のフィードバックがかかることから、縁辺海域の海況と大気の相互作用が温帯低気圧の

発達過程において重要であることが示唆される。 

他方、日本海では、暖かい海面から供給された水蒸気が、北西の季節風によって運ばれ、

日本沿岸に豪雪をもたらすことは広く知られている。しかしながら、冬季日本海は一面雲

で覆われていることが多く、正確に SST の高解像分布を得ることが難しく､日本海のメソス

ケールの海況がローカルな気象予報に及ぼす影響についてはこれまで研究されていなかっ

た．この問題を解明するために、応力研で開発された衛星データ同化システム(Hirose et 

al., 2007 JO)による高解像度の SST プロダクトを気象シミュレーションに適用している。

この研究によって、沿岸域や SST 前線帯の海洋中規模変動が日本海周辺域の気象システム

に与えるインパクトが明らかになりつつある。数日スケールの日本海低気圧や寒気吹き出

しに関しては、海洋中規模渦による SST の微細構造が熱や水蒸気の供給を介して可降水量

や雲の分布に大きな影響を与えることがわかった (Yamamoto and Hirose, 2007 GRL, 2008 

ASL)。また、海洋中規模渦の寿命は大気の擾乱と比較してかなり長く、何ヶ月もその構造

が残ることから､１ヶ月の降水シミュレーションにおいてもその影響が現れる。佐渡北西部

の冷水舌が南東に伸びており、その下流域の降水量に多大な影響を与える（Yamamoto and 

Hirose, 2009 MWR,TAO）。海洋中規模変動に関連した海洋大気相互作用は、ローカルな気象

システムにおいて重要であることが明らかとなり、予報等の気象シミュレーションの改善

に寄与することが期待される。 
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編集後記 

尹センタ－長が任期となり、今年度から 2 年間増田センタ－長のもとで、センタ－は

運営されます。今年度は法人化された九州大学の第 1 期中期計画の最終年度で、平成 22

年 4 月からは次期中期計画が開始されます。センタ－も次期中期計画の目標を明確に定

めて、その実現に向けて励みたいと考えています。 

                       （T.Y.）            
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